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貯木場に貯蔵中の針葉偶材が其の管理不充分,環境条件の不備のために腐朽損耗する量は予想外

に多い｡これ等の材腐朽防止には通風を良 くし,腐朽材耳を処分する等貯木場の環境を良好にして,

材の乾燥を促すことは腐朽の軽減に綬立つ事が大である｡

BJbRKMANJ) によれば, Sweden に於て貯木場にある於, 唐棺等のバルブ用材が Siereum

sanguinolenlum,PolyPoru5abieiinus,Coriicium eualueus等の腐朽菌に侵害せられること

多く,1-4年の間に致高約20%の腐朽を来すとい うが,それ等の腐朽材からの/ミル71収量は1年

間貯蔵したものでは1-3%,2年で約10%,3年では約15-20%の減少を来すものである｡かかる

貯蔵木材の腐朽防止には,先ずそれ等木材の腐朽に対する耐朽性をよく知ることも肝要であろ う0

筆者等は現在邦産樹種の耐朽性に就いて実験中であるが,充にクロマツ辺材の比較抵抗力に就いて

報告した4)｡軌 こ培養日数による比較抵抗力の変化に就いて箕験を行ったので,其の結果を簡単に

報菩する｡

供試材料並に実験方法

供試材片にはクロマツ辺材 (1.5×1･5×2･Ocm･)を使用し,実験方法は前報 4) と全く同様に行っ

た｡供試菌はL･_イロクケ〔Trameies(Polysiicius)sanguinea〕*** 及びヒロノ､ノ キカイガラク

ケ 〔GloeoPorus(Lenziles)subferrugineum)*州 --であって,28oC･lrで矧験した0割輪中に培
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赤井 ･永友 :l:イ1:･//Zり 紅 い二1 ､/午))-(-)J),/Iyノー･1/-.村一十 ンこ,I, I-1｢,､ソ;Ji,甘い比較抵抗力とj出甜 購

去基の乾燥さを防 ぐた裾 こ程薗蒸汚.肯J(を少簸宛4拝吊こ亘つで洋伽 した｡

実験結果並に考察

ヒロノソ キカイガラクケの菌糸の発育は迅速であって,接種後40日には全村片を白色の菌糸で先

金に被覆 したが, ヒイtlク･')-は精 々矧曇であって,按樺筏60日に漸 く全村片を白色～笹肉色の菌糸
で密に被覆 したO

実験前溌灰白色であった材片が次第に溌禍,摘,濃禍に変色し,全体が縮小変形 した｡而 してそれ

等村井を嘆 より取 り廿日ノて乾燥 した場合には,全面に縦棒,大小の鞄裂を生 じ,且著 しく沌弱 とな

って,所謂亀裂性硝色朽 (brown cubicalrot)'1)の朋'微を班わ した｡材′片の絶乾素量の変化はノ第 1

表及び第1図の通 りである｡
第 1表 ヒイT=タケ及びヒl=Z-ノキカ1-11ラタケ抹椀によるクロー,ツ辺材の重量減少

L-Averagelossindl･y weightofblack pine sapw()odblocks(Pi,fluS
ihu/Jl'el･gll')duetotheinocu一ationofTl'a"leteSS(JJLgtLiJleaandClneo-
/P/LylluulSubferrugilZeuuL.〕

ヒ -1 1コ ク

培 養 日

60

120

180

240

300

360

数
郵 舶用 片重量 弓重量減少率
平 均 (ど-) Ly,A)

1.6537 11.9

1.7029 18.4

1.6582 24.0

1.6118 23.9

1.7018 28.3

1.6162 29.4

ケ l ヒlコ-ノキカイガラタケ

壷頭 軒 画 面 恵

88.1 1.6919

81.6 1.7219

76.0 1.6946

76.1 1.7656

71.7 1.6885

70.6 1.6982

第1図 ヒイロタケ及びヒロ-ノキカイガラタケ接
種による,'/ロマヅ辺材の耐朽力の変化と上.::I.義)耶=H
〔Changeintherelativeresistanceofblack
pinesapwood(Plnusihu71be7'gii)duetothe
inoculationofTl'a"L･eiessallgu,illeaandGloe-
oPhyllu771Subferrugi71e〝m aTldtheculture
duration.〕
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上表の結果を見るに, クロマツ辺材は培養

日数 と共に腐朽による第量減少率を増 したが,

ヒイロタケによる腐朽度は精 々軽 く,接種360

Ll後に於て29.4.(36を示したO然るにヒロ-ノ

キカイガラクケによる腐朽は著 しく,同期間

に於て65.7̀)iの減少を云している｡ 特 に後者

による場合,接種後240日 (8ケ月)以後に於

て急激に腐=朽度を増大している｡

十代閏-I)はスギ,ヒノキ, フカマツ, ヒ′′さ,

ケヤキ等 5程の材片に Porz'avaporayia を

接樫 し,28oC.下 で1-6ケ月間培蕃したが,
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各相月̀共,接種後の日数を経過するに従って腐朽が漸増することを認めた0両してそれ等 5樹種中,

フカマツの閣Pjが最も著しく,接種90†三!(3ケ月) 以衡 こ於で酎 7]Jが伸 二噌大した事は,筆者等の

冥験結果 と同一一一傾向とい うことができる｡

前述の如 く,本実験は 28oC･下に於て行った｡ この温度はヒロ-ノキカイガラクケの発育適温

〔34oC･(320-36oC･)3)〕, ヒイロクケの発育過程 〔38cc.(36O -40oC.)*〕より著 しく低い｡従って上
述の笑験を耐宙の発育適甘 Fで行った場合に同じ結果が得られるか否かに就いてほ郁 円らかにして

いないOこれ等の点に就いてほ紬 こ検討を試みるつもりであるO

摘 要

1･ 本報告はヒイロクケ及びヒロノ､ノキカイガラクケに対するクロマツ辺材の比斬沌抽し力と培養

lヨ数との関係に就いての貨験結果であって,画商を按樫 した村井 (1.5×1.5×2.0cm.)を 28rJC.守

に360日間培養し,その間に於ける材片の腐朽度を比較したものである｡

2･ 供試画商を按樫すれば,培養目数 と共に村井の抵抗力は漸次減少したが,ヒロ-ノ千カイガ

ラクケによる村井のL着発減少率はヒイロクケによる実に比して著しく,粕 こ前者による240日以後

の材片囲朽が著しかったo

求e別1nlLi

1･ ThepresentpaperdealSwiththeresultsofthe experiment ontherelative

resistanceofblackpinesapwood(Pinuslhunbergii)againsttheattacksofGloeophyllum

(Lenziies)subferrugineum (acellulose-dissolvingfungus)andTrameies(Polyslicius)

sanguinea (alignin-dissolving fungus)under controuedconditionsand theculture

duration.

2･Blocksofblackpinesapwood,about1.5×1.5×2.0cm.insize,wereused.Five

sterilizedwoodblockswereplaced,keepillgWOOdfibreshorizontalonthemycelialmat

ofthetestedfungi grownonmaltdecoctionagarmediuminflask.Flaskswerekeptfor

360 daysintheincubators controlledat28oC･Therelativeresistanceofwoodswas

indicatedbymeansofmeasuringtheaveragelossindryweightofwoodblocks.

3･Therelativeresistanceofblackpinesapwoodto Gloeophyllum subferrugineum

wasveryweak,ascomparedwiththatto Trameiessanguinea･Thedecayedwooddue

toGloeophyllumsubferrugineumshowedanappearanceoftypicalbrowncubicalrot.

*赤井蚤恭 ･上山帽則:未発表原稿
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4.ThedecayinwoodblockscausedbyTrametessangui･71eaincreasedslightlywith

thecLIlturedtlratioll,Showing29.4percellt1()ssordryweightaft_er.'i6Odays,whilethe

decayduetoGloeof･hyllu,msubferyugineumwassevere,showingsuddenincreaseafter240

daysand65.7percentlossafter360days･

文 献

1) BJ6RKMAN,Esik,･OnstorageDecayinPulpwoodYardsanditsPrevention･ReportsForest-

1そes.Inst.SwedeT135(1);1-･174,(1947).

2) 逸 見武雄 ･赤井慕恭 ,'木材闘朽歯学,東京,(1945).

3) 逸見武雄 ･水本 背 ,･近畿地方威 力イガラタケ属木棚緋 /j薗叫 品色椀とそJ)発育温度J_)比較 (予報),

京大植物病理学研究室業鼠 5:16--21,(1945).

4) 永友 勇･赤井貢恭 ,･罵朽に対するクロマツ辺材の比較抵抗力に就いて,日本林学会誌,35(1):19--21,

(1953).

5) 十代田三郎;人工培養に依る畷朽J)研究,建華学会論文集.4:7-･-15,(1937)･

--305--


